
 
 

2025 年度 6 月 第 3 回学生定例会議 
1. 日時 : 2025. 06. 24 (Tue) 16:30 ~ 18:00 
2. 場所 : 青葉サイエンスホール 
3. 議事 :  

SyDE 生全体に向けて実施した事前アンケートから、SyDE の活動を通した異分野融
合教育とコミュニケーション能力の向上を期待する学生が多いことが明らかになった
ことを受けて、SyDE 生同士がお互いをより良く知り、お互いの研究分野について交流
することを目的とした『自己紹介&仮想共同研究マッチングゲーム』（以下、マッチン
グゲーム）を実施した。 

 
マッチングゲームを実施するにあたり、SyDE 生には事前のアンケートへの回答およ

び自己紹介カードの作成を依頼した。アンケートは SyDE4 期生であり、SyDE 生の有
志で結成したグループである HagiiZ メンバーの宮岸太一さんが作製したものであり、
アンケートへの回答を通して、学生が SyDE に期待する「異分野融合」の形態を明確
化するとともに、学生が SyDE の活動で向上を期待する「コミュニケーション能力」
を具体化することを目指したものであった。 

アンケートの中では、学生それぞれの研究分野のキーワードや業績、学生が過去に
執筆した論文について記入してもらい、それぞれの研究領域を明確化することを目指
した。また、「SyDE 生同士による異分野融合の形」として、学生それぞれが考える異
分野融合の形態 (共同研究の実施や学際融合による新領域の創出など) を回答してもら
った。さらに「コミュニケーション能力」として、学生それぞれが重視するコミュニ
ケーション能力の在り方 (異分野の文脈を理
解・伝達する力やファシリテーションスキル
など) について回答してもらった。 

自己紹介カードは、SyDE6 期生であり、宮
岸さんと同じく HagiiZ に所属する鈴木志門
さんを中心として、SyDE6 期生の方々にデザ
インしていただいたものであり、それに学生
各自が事項を書き込むことで作成してもらっ
た。自己紹介カードにはそれぞれの顔写真を
入れてもらうだけでなく、研究の概要、さら
に生活スタイルや趣味についても記入しても
らう欄を設け、学生同士が様々な切り口から
お互いを知ることができるような工夫がなさ
れた (図 1) 。 

 
このような事前準備の元で、当日はマッチ

ングゲームを実施した。マッチングゲームで
は、まず学生は自己紹介カードを用いて、自
身に関する基本情報について交換し合い、そ
の後それぞれの研究概要について伝え合っ 図 1 自己紹介カード 



 
 

た。互いの研究概要から、共通するキーワードを見つけたり、お互いの研究分野で共
通して用いる手法を見出したりして、お互いの研究を融合させる方策を模索した（マ
ッチングゲームの概要：図 2）。  

学生からは、マッチングゲームを通して、お互いの研究内容とその意義、そして興
味深い部分など、普段知らなかった部分について理解を深めることができたといった
意見や、普段の自分の生活では気づくことのできない社会課題が存在することを知る
ことができたという意見、異なる分野の研究でも手法に注目すると共通する部分もあ
るといった意見が上がった。一方で、自身の研究について、定例会合の限られた時間
内では極めて表層的な部分しか相手に伝えられず、お互いに十分研究について理解で
きないといった意見や、文系と理系では研究の進むスピードが異なり、研究分野を融
合させることは難しいのではないか、といった意見も聞かれた。 

 

図 2 自己紹介&仮想共同研究マッチングゲームのコンセプト 


